
本
年
度

の
前
半
の
事
業
も
町
内
皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
自
治
会
活
動
の
主
な
経
過
を
記
し

て
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

四
月
　
防
犯
灯
管
交
換
二
件

・
下
水
側

溝
清
掃

一
件
。

五
月
　
鈴
木
前
副
会
長

。
福
田
体
育
部

長
日
赤
入
院
見
舞
い
（個
人
と
し
て
）
・

足
利
自
治
連
協
定
期
総
会
出
席

。
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
整
地
除
草
と
増
田
造
園
よ
り

大
型
車
に
て
砂
地
搬
入

ｏ
自
治
会
費
集

金
自
治
会
館
於

・
防
犯
灯
管
交
換
二
件
。

六
月
　
選
挙
立
会
人
に
橋
本
欣
也
副
会

長
を
推
薦

（七
月
十

一
日
執
行
）
。
防
犯

灯
の
巡
回
確
認
（
３
役
）
ｏ
自
主
防
災
会

定
例
会
出
席

。
人
幡
子
供
館
総
会
出
席

。

矢
場
川
姥
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
総
会

出
席

，
日
赤
社
資
人
万
５
千
円
納
入
。

七
月
　
防
犯
灯
の
新
設
二
ヵ
所

・
器
具

の
交
換
二
ヶ
所
申
請

・
十
六
年
度
町
内

功
労
者
に
早
川
栄
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
推

薦

（八
月
表
彰
）
。
防
災
会
街
頭
消
火
器

第
２
号
を
須
永
治
夫
氏
宅
前
に
設
置

。

石
上
神
社
祭
典

・
山
辺
自
治
連
研
修
旅

行
、
戸
倉
上
山
田
方
面
橋
本
副
会
長
と

参
加

・
防
犯
灯
管
交
換

一
件

。
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
除
草
剤
散
布
須
永
光
司
氏

・

歌
手
岡
田
し
の
ぶ
さ
ん
を
迎
え
て
納
涼

祭
開
催

。
社
会
福
祉
協
議
会
の
袋
募
金

（十
万
六
千
二
百
五
十
円
）
納
入
。

人
月
　
防
犯
灯
管
交
換

一
件

・
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
草
刈
実
施

，
町
内
ゴ
ル
フ
大

△
‘
。

九
月
　
防
犯
灯
管
交
換

一
件

・
交
通
災

害
共
済
金
納
入
（加
入
者

・
大
人
子
供

合
計
五
百
三
十
六
名

。
二
十
五
万
九
千

五
百
円
）
。
敬
老
者
祝
賀
会
実
施
（該
当

禽

治

会
長

奮
墨
（

多
一プ
．

昭

者
九
十
二
名
）
。
相
田
勇
作
氏
防
犯
功

労
者
推
薦
（十
月
二
日
表
彰
）
・
元
自
治

会
長
須
永
繁
雄
氏
逝
去

。
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
除
草
剤
散
布

ｏ
自
治
会
テ
ン
ト
ニ
基

洗
濯

・
体
育
祭
準
備

。
道
路
陥
没

一
件

土
木
作
業
所
連
絡
修
理
。

十
月
　
山
辺
体
育
祭
は
再
度
の
台
風
の

為
中
止

・
山
辺
防
犯
講
演
会
出
席

・
須

永
（平
）
、
橋
本
副
会
長
と
自
動
車
に
て

町
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

・
三
十
八

隣
組
（石
上
神
社
南
集
合
住
宅
）
誕
生

。

山
辺
地
区
文
化
祭
見
学

。
赤
い
羽
根
募

金
人
万
５
千
円
納
入
。

十

一
月
　
選
挙
立
会
人
に
須
永
平
二
郎

氏
を
推
薦

（執
行
十

一
月
二
十
八
日
）
・

町
内
文
化
祭
開
催
。

こ
の
後
十
二
月
に
入
り
ま
す
と
町
内

夜
警
巡
回

・
町
内

一
斉
清
掃

・
自
治
会

館
大
掃
除
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
致
し
ま
し
て
、
前
期
の
報
告
と

致
し
ま
す
。

西
新
井
町
の
大
き
な
行
事
で
あ
る
納

涼
祭

・
敬
老
会

・
体
育
祭

。
文
化
祭
等

の
行
事
も
町
内
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
お
蔭
様
で
、
無
事
終
了
す
る
事

が
出
来
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
自
治
会
行

事
を
実
施
す
る
前
の
段
階
で
、
自
治
会

役
員

・
部
長

。
代
議
員

。
隣
組
長
の
皆

様
と
の
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
会
議
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
会
議
の
出

席
率
は
、

《
隣
組
長
７
５
幹
》

《
代
議
員
４
６
．

３
畜
》
総
平
均
６
０
．
６
ど
の
出
席
率

で
し
た
。

皆
様
方
と
の
会
合
で
親
睦
が
図
ら
れ
、
・

行
事
が
ス
ム
ー
ス
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま

す
よ
う
に

一
層
の
ご
出
席
に
ご
協
力
の

程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

文化祭 94歳須永ヤスさんの

自

議

会

議
会

議

の

出
鷹

雛

ア

ツ
プ

鱗

災

会

へ

の

お

願

い

写

発行責任者
西新井町自治会

須永 昭

剛
脚

雄

Ｆ
広
秀

静
会
林

融
治
小

瀬

自

む言

ま齢

ね4ヒ

リ紐

′会
うの

プ中

0で
機0
自

ひ
ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
会
長

顧ヽ
『
ロ

最
初
に

『
ひ

ま

わ

リ

ク

ラ

プ

』

と
は
何
を
す
る
団
体
か
、
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
前
に
は
老
人
会
と
か
長
寿
会
と
硬

い
呼
び
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
今

は
親
し
み
易
く
、
ひ
ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
と

称
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
老
後
の
生

活
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
地
域
活
動
な

ど
を
主
に
、
現
在
六
十
才
か
ら
八
十
人

歳
を
最
年
長
に
、
五
十
二
名
の
会
員
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
主
な

活
動
内
容

（自
由
選
択
の
参
加
）
を
列
記

し
て
み
ま
し
た
。

一
、
ボ
ラ
ン
テ
ア

石
上
神
社
境
内
の
清
掃

・
春
、
秋

の
町
内
主
幹
道
路
の
缶
拾
い
。

一
、
教
養
と
ふ
れ
あ
い

山
辺
寿
大
学

へ
の
参
加

・
芙
蓉
ク

ラ
ブ
主
催
の
演
芸
大
会

へ
の
参
加

・

南
保
育
所
園
児
と
の
ふ
れ
あ
い

・

散
歩

ｏ
リ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
等
。

一
、
親
睦

春
の

一
泊
旅
行
と
秋
の
二
泊
旅
行
。

一
、
健
康
づ
く
り

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
等

へ
の
参
加
。

尚
、
更
に
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い

方
、
又
、
入
会
希
望
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
電
話
　
７１
上
ハ
一
〇
人
　
成
田
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

簿
災
春

リ
ー
ダ
ー
　
暴
鵬
　
栄

今
年
度
も
ま
た
夜
回
り
の
季
節
が
参

り
ま
し
た
。
毎
年
町
内
の
皆
様
に
は
大

変
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
十
二
月

一
日
か
ら
夜
間
巡
回

を
始
め
ま
す
の
で
、
例
年
通
り
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
昨
年
は
区
分
の

違
う
隣
組
の
方
に
は
道
順
等
で
ご
迷
惑

を
お
か
け
致
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
隣

組
数
の
関
係
で
区
分
違
い
の
巡
回
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
が
、

事
情
ご
理
解
の
上
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

今
年
度
は
、
人
月
に
十
二
隣
組
の
須

永
治
夫
様
宅
の
塀
を
お
借
り
し
て
、
消

火
器
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
町
内
の
安
全
を
考
え

こ
れ
か
ら
も
、
少
し
づ

つ
消
火
器
を
購

入
増
設
を
考
え
ま
す
の
で
、
設
置
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
潟
県
中
越
地
震
で
皆
様
も
心
配
の

事
と
思
い
ま
す
が
、
防
災
会
も
色

々
考

え
る
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
各

家
庭
で
も
防
災
用
品
を
積
極
的
に
準
備

す
る
様
に
、
皆
様
と

一
緒
に
話
し
合

っ

て
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

腱
養
会

々
長
　
心
泉
十

一
部

ぜ
ひ
、
健
歩
会
に
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

今
は
、
何
方
も
健
康
志
向
に
非
常
に

関
心
を
お
持
ち
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

そ
れ
に
は
、
何
よ
り
も
手

っ
取
り
早
い

の
は
歩
く
こ
と
で
す
よ
ね
。
運
動
不
足

解
消
を
健
歩
会
に
出
席
し
て
役
立
て
て

下
さ
い
。

こ
の
西
新
井
町
健
歩
会
は
発
足
し
て

早
、
十

一
年
目
と
な

っ
て
い
ま
す
。
以

前
に
も
健
歩
会
の
記
事
を
自
治
会
だ
よ

り
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
毎

週
日
曜
日
の
朝
八
時
に
自
治
会
館
広
場

に
集
合
し
て
、
歩
く
前
に
軽
く
ス
ト
レ
ツ

チ
体
操
で
体
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら

ス
タ
ー
ト
、
決
ま

つ
た
周
回

コ
ー
ス
を

約
１
時
間
か
け
て
歩
き
ま
す
。

い
つ
も
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
様
も
、

日
曜
日
の
朝
８
時
を
楽
し
み
に
し
て
お

出
で
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
多
く

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
て
お

り
ま
す
。
又
、
足
利
の
山
を
綺
麗
に
す

る
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
に
は
毎
年
４
月
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
は
五
月
に
、
２
年
間
旅
行
積
み

立
て
を
し
て
、
遠
出
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
伊
豆
東
海
岸
の

城

ヶ
崎

ハ
イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
（約
１
５

０
分
）
と
、
踊
り
子
道

（水
生
地
下
～
旧

天
城
ト
ン
ネ

ル
～
河
津
七
滝
～
湯
ヶ
野

温
泉
）
の
ハ
イ
キ
ン
グ

ュ
ー
ス
（約
４
時

間
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
歩

い
て
楽
し
む

一

泊
二
日
の
旅
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
興
味
の
あ
る
方
は
、
小
泉
ま

で
連
絡
下
さ
い
。

か
、
夏

・
記
録

し
の
格

隣
組
の

か
、
現

秀
雄

場普言的の
報段の大暑今
道か通地さ年
からり震記は
らの

｀｀
録異

察協隣備・状
知力近え台気
出が所あ風象
来如・れのと
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°
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